
収集ごみ

田原リサイクルセンター（炭生館）

田原市東部資源化センター
田原市赤羽根環境センター
田原市渥美資源化センター

田原市赤羽根環境センター（最終処分場）
田原市渥美最終処分場
田原市第二東部最終処分場

直接搬入ごみ

もやせないごみ
割れガラス陶器類資源ごみ

再生事業者 製鋼会社

もやせるごみ もやせるごみ もやせないごみ
資源ごみ類
（剪定枝）
せんてい 粗大ごみ類

資源物 不燃物 可燃物

炭化物
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愛
知
県
全
体
の
23
・
４
％
を
10
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
対
す
る
意
識
の
高
い
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
炭
生
館
に
搬
入
さ
れ
る
燃
や
せ

る
ご
み
の
45
％
は
紙
・
布
類
で
、
資
源
の
無

駄
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
紙
・
繊
維
類
を
資

源
と
考
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ご
み
処
理
に
は
環
境
へ
の
配
慮
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
多
く
の
人
手
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
あ
り
、
処
理
過
程
で
発
生
す
る
有
害
物

質
を
適
正
に
除
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
市
内
に
は
３
カ
所
の
最
終
処
分
場

が
あ
り
ま
す
が
、
埋
立
量
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
新
た
な
最
終
処
分
場

を
造
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　

最
終
処
分
場
を
少
し
で
も
長
く
延
命
さ
せ

る
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
不
要
な
も

の
は
買
わ
な
い
」「
繰
り
返
し
て
使
う
」「
生

　

地
区
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
収
集
さ
れ
た
ご

み
や
直
接
施
設
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
、
左

図
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
は
田
原
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
「
炭
生
館
」
で
処
理
し
、
製
造

さ
れ
た
炭
化
物
は
製
鋼
会
社
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
内
３
か
所
の
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
分
別

処
理
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
再
生
事
業
者
に
売

却
し
再
資
源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
剪せ
ん
て
い定
枝

木
は
破
砕
チ
ッ
プ
化
し
、
畜
産
農
業
な
ど
の

敷
材
と
し
て
全
量
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
資
源
化
で
き
な
い
も
の
は
、
不

燃
物
と
し
て
最
終
処
分
場
で
埋
立
処
分
さ
れ

ま
す
。

　

本
市
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
ご
み
の
排

出
量
に
占
め
る
割
合
）
は
、
33
・
２
％
で
、

最
終
処
分
場
の
延
命
を
図
る

ご
み
の
行
方

可燃物
炭生館で炭化物にして電気炉製鋼会社に販売
不燃物
東部資源化センター、赤羽根環境センター、渥美資源化センターで
中間処理し、処理後の不燃物は赤羽根環境センター（最終処分場）、
渥美最終処分場で埋立て処分
資源物
再生事業者に売却

ご
み
の
減
容
」「
過
剰
の
包
装
の
辞
退
」「
分

別
徹
底
」
な
ど
し
て
一
層
の
ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 　

現
在
、
田
原
市
で
は
ご
み
処
理
対
策
協

議
会
を
設
置
し
て
、
家
庭
ご
み
の
受
益
者
負

担
の
公
平
化
（
有
料
化
）、
ご
み
の
減
量
化

対
策
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
抑
制
は
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の
減
量
、
資
源

化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
３
Ｒ
「
発
生
抑
制
」「
再
使
用
」「
再

生
利
用
」
を
推
進
し
、
長
期
的
視
野
、
総
合

的
視
野
に
立
っ
た
ご
み
処
理
対
策
を
進
め
、

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

Reduce
リデュース

ごみを出さない

Reuse
リユース

繰り返し使う
Recycle
リサイクル

再び資源にする
皆さんでできることから取り組みましょう。
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